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深層水で飼育しているメダイ：流れ藻につく稚魚から飼育を継続中。今年、６歳魚となり初めて産卵に成功した。（特集参照）
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■編集後記

　４月４日に開催された幹事会でニュースレターの目次案が承認されてから３カ月あまり、全体の体裁や表紙の

デザイン、原稿執筆のお願いなど大忙しでしたが、なんとか第１号を刊行することができました。締め切りまであま

り時間がなかったにもかかわらず、原稿執筆をお引き受けいただいた皆様方には、厚くお礼申し上げます。

■編集委員からの一言

●海洋深層水に手を染めてから20 年近くになります。当

時は海洋深層水はほとんど無名の存在でしたが次第に知

られ、今回、研究会ができました。図らずもニュース･レター

担当に浴し光栄に思うと共に感慨で一杯です。編集委員

各位は海洋深層水と取り組んできた仲間で、各自のアンテ

ナを働かせて情報を集めてくれるはずです。海洋深層水

利用の円滑な進展のために、ニュース･レターが寄与するよ

う、編集委員一同燃えています。宜しくご協力お願いいた

します。（高橋）

● JADOWA�NEWS� の編集を通じて、これまで直接面接の無

かった方達との接触を深めることができ、深層水利用研究

会が深層水に係わる各種の活動の幅を広げる場として機

能し始めていることを感じました、今後の展開が楽しみです

。（森野）

●富山県では10 月末の研究会に向けた準備が始まって

います。第 1回ということで、やりやすいようでやりにくい・・

・。富山らしさ、日本海らしさが少しでも出ればと思っていま

す。こうして栽培漁業は深みにはまっていく・・・！？（藤田）

●私は、山岡到保（ゆきほ）です。現在、中国工業技術研

究所生態工学研究室に所属し、海洋の生物が体の中でど

の様にして栄養取り込んだり、自分が生息している環境の

情報を認識し、処理しているかについて研究を行っていま

す。特に、深層水については微細藻類のバイオテクノロジ

ーで知恵のない頭ですが複合生物系での生理活性物質

の生産を目標にやっています。（山岡）

●高知県工業技術センターの田村です。当センターでは、室

戸岬沖で取水される深層水の非水産分野（食品等）への

利用化の取り組みを行っております。編集委員として十分

お役に立てるかどうか分かりませんが、よろしくお願いします

。（田村）

●日本栽培漁業協会が種苗生産技術開発を手がけてい

る魚種は、約 40 種類にのぼっていますが、この中には、冷

水性あるいは深海性の種類も多く含まれており、深層水を

利用した新たな種苗生産技術の展開が期待されています

。研究会を通じて情報交換を行っていければと考えており

ます。（早乙女）

■ロゴマークについて

　深層水は海底に設置した取水管によって陸上に供給されますが、これを強調してコバルトブルーの円弧とし

て表し、これと対照的な黄色を用いて深層から陸上に至る断面を描きました。外周には、研究会の英語名を配

置し、その略称をアクセントつけるために図の中央に大きな文字で入れました。

　この正式なロゴマークをフル･ロゴマーク、簡略化したものを簡易ロゴマークとし、用途に応じた使い分けをして

いきます。
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　私が深層水利用を検討する会に初めて参加したの

は、富山県のすすめていた富山湾総合利用につい

ての委員会であったように思うので今から１５年以上も

前のことになります。富山湾には対馬暖流の影響をう

ける表層水等の下に日本海固有水があり、陸からの

アクセスも良いことから、その利活用を沿岸域活性化

策の一つとして提言したのが、この委員会の検討結

果のひとつだったと記憶しています。その後科学技術

庁のアクアマリン計画が発足し、その検討会の座長を

つとめましたが、この計画策定のための資料として全

国自治体から提供された地域海洋利活用構想等の

なかに深層水の利用にかかわるものがいくつか含ま

れており、これが地域的課題であるとともに国としてと

りあげるべき課題のひとつであるとの思いを新たにし

ました。アクアマリン計画はその後海洋科学技術セン

ターの「地域共同研究開発事業」という形で具体化、

今日まで続いてきています。今日、県立の深層水研

究所を擁してこの分野のパイオニア的役割を果たして

いる高知県の深層水利用事業は、当初は科学技術

庁の科学技術振興調整費により開始された後、この

「地域共同」プロジェクトに引き継がれて実施されまし

たが、その後の発展は高知県、高知大学その他直接

事業に関わってこられた方々の熱意と創意工夫に負

うものであるといってよいでしょう。平成６年にこの研

究所の在り方に関する検討委員会というのが発足、

県内外の専門家を集めた検討委員会が２ヶ年にわた

って審議を行いましたが、全国的なスケールの学会

（研究会）のような組織が必要ではないかという論議

が出されたのはこの検討会（何回目かの）の席上で

はなかったかと思います。深層水の利用に適した地

点は広く全国に分布しており、各地域固有の課題も

多いが、共通の課題も多い、研究会等を通しての情

報発信交流の推進が、この分野の発展に寄与するこ

とは多大なものがあるのではないかというのが、その

論拠であったように記憶しています。その後関係者の

協議、海洋科学技術センターの御理解ある支援等を

得て本年１月研究会は正式に発足の運びとなり、当

初想定していた以上の参加者を得て初年度の活動

を開始することになったわけであります。

　以上の経過でもわかるように日本の深層水利用は

地域のプロジェクトという性格が強いことに特徴があ

り、研究会を通しての情報交流が、各地のプロジェクト

の一層の活性化に貢献できるものとの期待を強く持

っていると同時に、深層水利用がグローバルな大規

模資源のリサイクル利用であることから、これが地球的

なプロジェクトへと発展し得る可能性を秘めたものであ

ることに注目をしたい。「水の惑星」地球に賦存する

水資源総量の約９０％が「深層水」であり、その利用

が、３５億年前にさかのぼる海洋の誕生以来連綿とし

て続いてきたであろう海水リサイクルシステムの一部に

介入することであることを考えると、人類共通の研究課

題も数多く含まれているといわねばならない。また各

地の深層水利用プロジェクトを発展の軌道に乗せて

いくためにも取水インフラの建設とその利用、多段活

用の効率化、環境、生態への影響と最適技術の選択

など解決をせまられている課題は数多い。今後この研

究会とその発行するニュースレターを通して、これら地

域と地球の諸課題に効果的に対応していく道を探し

ていきたいものと希っている次第である。
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